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の測光観測とHT Cas
モデルによる物理量の推定
坂口 雄馬 永戸 一史 原 奈於 松本 遵 安田 春花 吉田 明弘（２年）

大西 竜司 織田 希美 中嶋 まみ子 西岡 翼 西埜 美帆 松本 結香理（３年）

【京都府立洛東高等学校】

(１)はじめに

２０１０年１０月１５日～１７日、西はりま天文台で天文台講演を行った。その中で、

激変星 の測光観測を行い、光度曲線を作成した。その光度曲線とモデル計算結果HT Cas
を比較することによって、 の物理量を推定したので報告する。HT Cas

(２)激変星とは

、 、 。 、白色矮星を主星 赤色星を伴星とする連星で 公転周期は数時間程度である そのため

赤色星から白色矮星に向かってガスが落ち込んでいる。そのガスは白色矮星の周りで明る

く輝く降着円盤を形成している。ガスが降着円盤に落ちていくところはホットスポットと

呼ばれ、特に明るく輝く。

(３)対象の激変星

はカシオペア座にある激変星の一種で蝕の周期は 分である。２０１０年１HT Cas 106
１月２日に１年８ヶ月ぶりの増光をし、その中でもスーパーアウトバーストという現象が

見られたとのことである。私たちの観測はその直前の観測で貴重なものといえる。

(４)観測について

２０１０年１０月１６日２２時５６

分～１７日０時５９分に西はりま天文

台のなゆた望遠鏡で観測。３３秒間隔

で自動観測した。 カメラは ９CCD ST
で、なゆた望遠鏡の眼視観測用チュー

ブに取り付けた。

(５)解析

データの一次処理は京都大学のfits
大島誠人さんにお願いした。学校で国

立天文台提供の画像処理ソフト マカリ

を利用して、 と比較星の明るさHT Cas
図１ を測定した （図１）。
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(６)光度曲線解析

京都大学宇宙物理学教室の を利用して、軌道傾斜角と伴星との角度をモデル計算IDL
との比較で求めた。モデル計算コードはは京都大学から提供を受けた。

(７)光度曲線の形の原因

モデル主星の半径 ＝３ 伴星の半径 ２＝３５ 降着円盤の半径 ３＝３５ ホッn r r
トスポットの半径 ４＝５ 主星と伴星の距離 ＝１５０ 主星の明るさ １＝２００r R bn

伴星の明るさ ２＝３ 降着円盤のbn
明るさ ３＝１００ ホットスポットbn
の明るさ ４＝２５０ 公転面の傾斜bn
角 ＝８１° 降着円盤の傾きinclination
＝０．１５ ホットスポットの位置td

＝－３０を初期の値としてモデHsangle
ルを変化させた。光度曲線と一番良く一

図２ 致するものは伴星の半径＝３５ 降着円

盤の半径＝２５ 主星の明るさ＝５０

伴星の明るさ＝２ 降着円盤の明るさ＝

９０ ホットスポットの角度＝５であっ

た（図２ 。）

合わない例として伴星の明るさ＝３ 降

着円盤の明るさ＝１００ ホットスポッ

トの明るさ＝２００、公転軌道面の角度

図３ ＝７５°の場合の光度曲線を図３に示す。

(８)結果と考察

初期値は先行研究から取ったものである。主星の明るさが１／４ 伴星の明るさ３／２

降着円盤の明るさ９０％ ホットスポットの位置５°になった。主星の明るさに比べて降

着円盤が大変明るい状態であったと考えた。

(９)感想・謝辞

自分たちの目で見てもただ明るい点があるだけで、何が起こっているのか全くわからな

かったが、大きな望遠鏡で観測し、解析することによってどのようなことが起こっている

のか想像できるのがとても楽しかったです。このような観測ができて誇りに思います。こ

れからも後輩達にもこのような観測を頑張って欲しいです。

西はりま天文台公園の坂元 誠先生、丹羽隆裕先生、大阪教育大学の松本 桂先生、中

川辰一さん、藤井大地さん、京都大学の野上大作先生、大島誠人さん、蔵本哲也さんの皆

様にお世話になりました。この研究は洛東高校で実施した平成２２年度 講座で行わSPP
れました。
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